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年 頭 所 感
昭和58年の初頭に当たって， 本学としての 長年の懸
案であった工学部の五福地区移転統合事業を手懸ける
ことができるようになったことを， 全学の教職員学生
諸氏と共に喜びたい。 思えば昭和39年工学部教授会が
その意向を固め， さらに昭和41年本学評議会がこれを
機関決定して以来， 長い苦節の年を重ねてきたが， こ
のことを考えると， 何か夢のような気がする。 しかし
今日こうして喜び合えるのも， 歴代学長をはじめ， 先人
達の並々ならぬ努力の積重ねがあったからであること
を忘れるわけにはいかない。 また通常多くの大学では，
このような移転統合問題の裏には， 必ず不協和音があ
って， 難渋するケースが多いのに対して， 本学の場合
には終始大学全体が打って一丸となって突き進んでき
たことも特記すべきことである。 そしてこのような学
内の 長期にわたる忍耐強い結束に加えて， 文部省， 国
会議員， 並びに富山県をはじめ地元関係者の御指導と
並々ならぬ御尽力があったからこそ， 現下の財政逼迫
の時代にもかかわらず， さしもの難問題が， 今日こう
して解決することになったのだと思う。 ここに富山大
学としてこれら関係者に対し深甚なる感謝の気持ちを
表明するとともに， これらの方々の本学に対する大き
な期待感を裏切らないよう， 教職員一同覚悟を新たに
して， 本学の更なる発展に向かつて努力することを誓
いたい。
さて現在の予定では， 工学部は昭和60年度中に新校
舎への移転を完了したいと考えているが， その年はい
ろい ろな意味てや本学にとって大きな転機を迎える年と
なるものと考えられる。 最も大きな転機の一つは， 新
しいカリキュラムの基に教育を受けた高校生が入学し
てくることに伴う教育上の問題である。 そのためには
入学試験をどのように行うか， ま た一般教育をどう進
めるべきかということを， 今から全学の衆知を結集し
て， 周到な準備をしておかねばならない。 特に一般教
育については， 新しい型の高校生の入学問題と並んで，
工学部の五福地区統合という， 総合大学としては願つ
で もない望ましい立地条件の���備完了ということも，
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同時に勘案きるべきものと思う。 そして一般教育問題
と関連して， その後の専門教育の在り方についても当
然 連動して考えるべきであ ろう。
60年度に期待される工学部の統合を生かすためには，
関係部局間（トリチウム 科学センターを含む） の教育
研究上の連携協力問題は， 最も重要な検討課題のーっ
となるであ ろう。 かかる部局聞の連携は工学部関連 分
野の間に止ま らず， 人文社会系部局間（経営短期大学
部を含む）でも当然強力に推進する必要がある。 この
ような教育研究上の連携協力のために何より重要なこ
とは， 伝統的に守られてきた学部学科等の聞の障壁を，
一つ一つ取り除かねばならないということである。 こ
のことは言うべくして実現の困難なことは， 残念なが
ら大学人のだれもが承知しているが， その実施を強〈
求められているのが今日の状況なのである。 そしてこ
れができないようでは， 今後国の支援は得難くなり，
総合大学を以て任ずる富山大学の将来の発展の上で，
決 して良い 結果は もたらされないものと理解してい
る。
私は年頭に当たって， 今後当分の間続くであ ろう現
下の厳しい国政の動向を十分認識した上で， 新規な部
局の設置とい う ような派手な目標はきて置いて， 現体
制下で本学を整備発展させるための地道な筋書を考え
てみた。 すなわち， 昭和60年度を本学の転換の年と位
置づけ， それに向かつて58年度は総力をあげて考える
年， 59年度は全学的規模で結論を出す年， そして60年
度はそれに沿って実施する年としてはどうかと考えた。
こうしてその目標がある程度達成された暁には， 新し
い目標の実現に向かつて， 堂々と胸を張って主張でき
る基盤が整備されることになると信じている。
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高岡短期大学（仮称）の創設について
本学工学部の五福地区移転統合問題を契機として，
かねてから準備が進められてきた 短期高等教育機関の
創設が， 昨年末， 政府原案として下記のとおり決定し
ま したのでお知らせ しま す。 このことについては， 上
記 短大の創設準備委員会委員， 同専門委員の諸先生を
はじめ， 関係教職員の皆様方には並々ならぬ御指導を
賜りま したが， ここに心からお礼申し上げま す。
記
名 称、 高岡短期大学（仮称）
入学 定員 2 00名 総定員 400名
学 科及び専攻 （入学定員）
産業工芸学 科
規 則
(7 5名）
関 係
（諮問
0人事院規則 （災害を受けた職員の福祉施設）
の一部を改正する規則 （人事院 16 -3 ) 1 2・ 28
富山大学 短期高等教育機関（高岡）
創設準備室長 柳 田 友 道
金属工芸専攻
漆工芸専攻
木村工芸専攻
産業デザイン専攻
産業情報学 科
経営実務専攻
情報処理専攻
ビジネス外語専攻
( 2 0名）
(15名）
( 1 5名）
( 2 5名）
(1 25名）
( 40名）
(4 0名）
( 45名）
英米コース 30名， 中国コース 1 5名
設 置 場所 富山県高岡市
開 学 時 期 昭和58年 1 0月
学生受入時期 昭和61年 4月
法 d岳、寸冒
学 内 規 則
富山大学物品管理事務取扱細則の一部改正
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則を次のとおり制定する。
昭和57年 1 2 月2 4日 富山大学長 柳 田 友 道
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富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正する細則
富山大学物品管理事務取扱細目lj （昭和35年 4 月2 2 日
制定） の一部を次のように改正する。
第2 2 条を次のように改める。
（工事等発生物品の取得通知）
第22 条 契約担当職員は， 工事又は物品の修繕若しく
は改造に伴い発生した物品があるときは， 速やかに
別紙第1 1号様式の発生物品通知書により当該部局の
物品管理官等に通知するものとする。
2 物品管理官等は， 前項の通知を受け， 得得を適当
と認めるときは， 当該物品の引渡しを受けるものと
する。
別紙第1 1号様式を別紙のとおりに改める。
別紙第1 1号様式
発 生 物 品 通 知 書
第 号
昭和 年 月 日
物品管理官等 殿
官職氏名 固
に伴い下記のとおり
物品が発生したので通知しま す。
記
ロロロ 目 規 格 数量
評 価 額
年
引
月
渡
日 備 考時価金 額
円 円
附 則
この細則は， 昭和57年 12 月2 4日から施行し， 昭和57
年 7 月1 日から適用する。
砂富山大学物品管理事務取扱細則の改正理由
工事等から生ずる物品の引渡しを契約担当職員が行
うこととするため。
諸 議
AQ一A
昭和57年度第12回学寮補導委員会（12月l日）
（報告事項）
( 1）全寮委員との話し合いについて
（審議事項）
( 1）寮生との話し合いの方法について
(2 ）寮生からの質問事項について
(3）暖房問題について
( 4）炊事人の問題について
昭和57年度第1回富山大学共通第 1次学力試験実施委
員会（12月3日）
（報告事項）
( 1）昭和58年度共通第l次学力試験について
（審議事項）
( 1）昭和58年度共通第1 次学力試験富山大学試験場の
基本方針 （実施体制） について
(2 ）昭和58年度共通第1 次学力試験富山大学試験場の
試験室， 受験者及び監督者の部局別割当について
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昭和57年度第5回附属図書館商議会（12月 6 日）
昭和58年1月1日発行
（報告事項）
品凶手・
( 1）第 33回北信越地区国立大学図書館協議会について
( 2）昭和57年度図書点検について
( 3）北信越地区図書館研修会について
（審議事項）
( 1）図書館設備費予算配 分（案）について
( 2）外国雑誌購入費の配 分（案）について
( 3）地図情報室設置準備委員会設置について
放射性同位元素総合実験室運営委員会（持ち回り） (12 
月9日）
（審議事項）
( 1）放射性同位元素総合実験室の使用について
富山大学構内交通対策委員会（12月10日）
（審議事項）
( 1）本委員会のまとめについて
昭和57年度第6回事務協議会（12月10日）
（審議事項）
(1）外国人研究者の取扱いについて
( 2）五福地区における警備体制について
( 3）給与の口 座振込について
昭和57年度第6回附属図書館商議会（12月13日）
（審議事項）
( 1）地図情報室設置準備委員会設置について （継続）
昭和57年度第2国富山大学共通第1次学力試験実施委
員会（12月14日）
（審議事項）
( 1）昭和58年度共通第l次学力試験富山大学試験場試
験実施要項について
昭和57年度第13回学寮補導番員会（12月16日）
（報告事項）
( 1）全寮委員との話し合いについて
（審議事項）
報
( 1）寮生との話し合いの方法について
( 2）炊事人の問題について
第230号
昭和57年度第1回公開講座委員会(12月16日）
（審議事項）
( 1）委員長の選出について
( 2）昭和58年度公開講座実施計画について
昭和57年度第1田富山大学廃水処理室運営委員会（12
月16日）
（審議事項）
( 1）富山大学廃水処理室運営委員長及び、廃水処理室長
の選出について
( 2）富山大学廃水処理室の諸状況と今後の運用につい
て
昭和57年度第9回評議会（12月17日）
（報告事項）
( 1）国大協第71 回総会について
( 2）第 33固北信越地区国立大学図書館協議会について
( 3）教官人事について （教育学部）
(4）学生の動向について
（審議事項）
( 1）昭和58年度共通第 l次学力試験富山大学試験場に
おける試験実施について
( 2）昭和58年度富山大学教育専攻科の学生募集要項に
ついて
( 3）富山大学学生部長選考基準（案）について
( 4）評議会の構成員について
授業料等減免選考委員会（12月21日）
（審議事項）
( 1 ）授業料等免除選考基準について
昭和57年度第14回学寮補導委員会(12月24日）
（審議事項）
( 1）炊事人の問題について
( 2）寮生との話し合いについて
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異動区分 発令年月 日 氏 名
採 用 57. 12. 6 中 村 公 弘
57. 12. 16 高 田 礼 子
58. 1.  4 JI! 島 由 佳
昇 任 58. 1 木 下 資 ー
器 職 57. 12. 6 北 野 孝 一
退 職 57. 12. 16 星 名 俊 美
o昭和57 年秋の叙勲
声凶弓一 報
人 事 異 動
異動前の所属官職
講師 （教育学部）
教授 （理 学 部）
事務補佐員 （教育学部）
学 内 諸 報
率見 位 ・ 叙 勲
異 動 内 寄
技術補佐員（経理部主計課）
事務補佐員l附属図書館）
II （工 学 部）
助教授 （教育学部）
辞職を承認
昭和 57 年 1 2月 1 5 日 限リ退職
0死亡叙 位・叙勲
第230号
任命権者
富山大学長
II 
II 
文部大臣
II 
富山大学 長
11月 3日の文化の日に， 昭和57年秋の叙勲が発表き
れ， 本学関係では次の方が授章きれました。
元本学教授 （教育学部）藤木二輿氏は， 昭和 57年 11
月5日死亡 （享 年82オ）されましたが， 同氏の生前の
功績に鑑み 正四位 勲三等瑞宝章が授けられ， 12月
10 日 学長から遺族に対し， 位記及び：勲記・勲章が伝達
されました。
名誉教授 島崎藤一 勲三等旭日中綬章
海 外 渡 航 者
渡航の種類 所 属 官 職 氏 名 渡 航 先 国 目 的
磁力線再結合の問題に関する討論
海外研修旅行 工学部 助教授 坂 井 純一 ソビエト連邦 及び宇宙電気力学の理論的
諸問題
に関する国際研究集会に参加・講
演のため
富山共済組合支部連絡協議会ボーリング大会
番で開催されました。
期 間
57. 12. 10 
57. 12. 24 
昭和 57 年度の富山共済組合支部連絡協議会ボーリン
ク大会が， 去るl l月 20日（｜）トヤマゴールテンボウルに
おいて72名の参加者を得， 高山地方験察庁支部の当
競技は午 後 1 時30 分から始まり， 終始熱戦が繰り広
げられ本学からは4名の選手が参加し， 団体戦で次勝，
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個人戦では 2名の方々が入賞しました。
なお， 成績は次のとおりです。
0団体戦…・・・参加18チーム
優 勝 富山市チーム
次 勝 富山大学チーム
3 位 地方職員チーム
..... ι 号一
寄
報 第230号
0個人戦……参加者72名 （本学関係入賞者のみ）
4 位 山 田 知IDll （教育学部）
7 位 長崎 悟（ II ) 
稿
〈ヨーロッパでの短期在外研究〉
7 月11日（日）正午， 新東京国際空港発， モスクワ経
由， 西日を追いかけて約13時間， まだ日照の強い夕方
6 時（サマータイム）， ロンドンヒースロー空港着。 す
ぐ， ラザフォード研究所手配の人なつっこい運転手に
迎えられ， ロンドン西北方のオックスフォートヲト｜へ。
高速道路を出たり入ったり， 遠くに見えたウインザ一
城を指差されたり， なだらかな起伏の続く牧場や畑を
過ぎ， 時折テームズ川を渡り， 森を抜け， いくつかの
町や村を通り抜けたりして， 約1 時間半， テームズ川
に面して12世紀の面影を残した小きな町， アピングド
ンにある研究所の客員宿舎に案内きれた。 宿舎はかつ
ての貴族の別荘とかで， 左程大きくはないが中々格調
のある古い建物で， 手入れのゆきとどいた庭園に固ま
れ， 庭園はテームズ川に接し， 更に対岸には牧場がひ
ろがり森へと続いていた。 テームズ川もこの辺りまで
くると川幅もそれ程広くなし 両岸にはバカンスを楽
しむ家族をのせたモーターボートが繋がれ， あひるや
白鳥が浮かび、’ 時に水着姿も見られた。
翌朝9時， 研究所の車に迎えられ， 宿舎から約20 km
南にある研究所へ。 早速， 理論部の全スタッフに紹介
され， 机をあてがわれて， 仲間入りし， 1 週間を過し
た。 今世紀のはじめ原子の有核構造を明らかにし， 又
原子核物理学の端緒を開いたラザフォードの名を冠す
るこの研究所は， イギリスの素粒子物理学研究のセン
ター （日本でいえば高エネルギ一物理学研究所がこれ
に当たる） で， すべての職種を合わせると約1,500 人
（高エネルギ一物理学研究所では約400 人）の人々が働
いている。 ひとりひとりの活発な研究となごやかな共
同討論の雰囲気は， 多くの内外の恵まれた研究室が共
有するものだが， とりわけここではそれがよく調和 し
理学部 教授 松 本 賢 一
ている様に感じられた。 この研究所の図書室の研究情
報のすばらしい整理と使いやすきも印象的で、あった。
又， ゆきとどいた研究所の配慮一既述に加え， 帰 時の
宿舎から空港までの送りとどけや， 同1·Hのオックスフ
ォード大学の理論物理学教室と核物理学教室の定例合
同談話会での招待講演に際して， 客員の研究活動とし
て送迎の手配を頂いたこと等 は， オックスフォード
大学の教室の方々の岐かい歓待と共に忘れ得ないもの
であった。
＊ 
ドゴール空港からパリ市内に入ると， オックスフォ
ード州ではもとよりロンドンですら強く感じた， おっ
とりとした雰囲気は薄れ， 何か東京や大阪に似た騒然
とした活動的な雰囲気が感じられた。 パリでは， セー
ヌ南岸カルチェラタンの南， パンテオンの回りを占め
るノマリ大学街の一端にある， 学生寮に約1ヶ月宿泊し，
前半は， 大学街に接するルクセンフゃルク、、宮庭園の入口
にあるルクセンブルグ駅から国電で、南へ約40分程の所
にある， オルセイ核物理学研究所へ通い， 後半は， 歩
トラン・タン・パン教授（左から3人目）宅にて（オルセイ）
7 
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エコールノルマルスーペリオーレ正門
いて 2～3 分程のエコールノルマルスーベリオーレの
理論物理学研究室で研究した。 パリ大学は第lから第
11まであり， 第11大学は大分以前に， ソルボンヌ大学
はじめパリ各大学の集まる大学街から， 郊外のオルセ
イに移り， そこに核物理学研究所と， それに隣接して，
理論物理学研究所とが付置されている。 両研究所はフ
ランスの素粒子物理学研究のセンターで， 同じくフラ
ンスの素粒子論研究の水準を代表するエコールノルマ
ルの研究室と共に， かねてから武者修業を望んでいた
研究機関であった。 7 月と 8 月はノマリ市民の半分が長
期バカンスに出かけるといわれるシーズンであるが，
オルセイの研究所では 8 月が休み， エコールノルマル
の研究室では 7 月が休みで， 丁度それぞれの平常研究
活動の中で研究できたのは幸であった。 夏には， 私共
の分野では， とりわけヨーロッパでは， 各種の国際的
なワークショ ップやシンポジュームやコンファレンス
が開かれることもあって， オルセイでもエコールノル
マルでも， そこのスタッフだけでなくそこを訪れた 多
くの各国研究者とも交流できた。 学生寮の住 人は， ほ
とんどは， 1 日一1週間単位で入れ替っていたようだ
った。 主に， 学生たち一フランス各地から， ヨーロッ
ノf各国から， アメリカから， そして時折日本から， 訪
れていたーと， 学会出席とか視察とかで訪れた各国の
研究者たちだった。 ある日の夕方， 日本の歌のきれい
な合唱が流れて来た。 日本の合唱団の少年少 女たちだ
った。
＊ 
ジュネーブ空港から市街と反対方向， フランスとの
国境を含む広大な敷地に， ヨーロツノ＂12ヶ国の共同で
設立され運営されている， セルン（ヨーロッパ原子核
研究機構）がある。 ここは 世界にいくつかある素粒子
物理学の国際研究センターの中ても最大の研究センタ
ーで， 働いている人の数も， すべての職種を合わせる
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セルン（点線円の右一帯。 直径2 kmの点線円の地下60
mに ‘超陽子シンクロトロン’）
と， 約5,000 人に達する。 客員宿舎は構内にあり構外
は遠くまで畑がひろがっているが， 構内には食堂（早
朝から夜中までオープン）， カフェテリア， 郵便局， 銀
行， 旅行サービス等が整い， パスで30分程のジュネー
ブ市街まで出かける必要はほとんど感じられない。 セ
ルンからは， 天気がよいと， アルプスそしてその最高
峰モンプランが眺められる。 かなり遠いが， それでも，
朝日に輝き夕日に映える姿はすばらしい。
セルンでは， 最近， 陽子と反陽子とをそれぞれ光の
速さの99.999% （約3000億電子ボルト） にまで加速し
それらを正面衝突させる， ‘超陽子シンクロトロン’
と呼ばれる直径2 kmの加速器が完成し実験が行われて
いた。 自然界には， 「重力」， 「電磁気力」， ベータ放射
能等を生み出す「弱い力」， 原子力のもとの力である
「強い力」 等が知られ， この数年来， この中の「電磁気
力」 と「弱い力」とが深部で統ーされていることが明
らかにされた。 その最終的確証は「弱い力」を媒介す
る新中間子（陽子の約100倍の重きと予想される）を
発生させ検出することであるが， 当分の間J超陽子シ
ンクロトロン’ はそれが可能な 世界唯一の加速器であ
る。 間もなくこの主目的の実験にとりかかり， 1～2 
年以内にその答の出ることが期待されている。
ここではシーズンオフはない。 いくつもの国際共同
昭和58年1 J1 1日発行 品.... 手
実験チーム それぞれが， 実験装置を積んだトラック
を連ねて各国から集まった， 何十人という研究者たち
で構成されているーが休みなく仕事をしていた。 理論
部門だけでも， ビジターも入れると， いつも 1 00人を
こえ， 資料分析に， 思索に， 討論に， 計算にうちこみ，
活気をみなぎらせていた。 競争心をかきたてられる1
週間であった。
＊ 
西ドイツで最も多く（約5 万人）の学生が学ぶ学園
都市ミュンへンの地下鉄駅， 「スチュデントシタット」
を出ると， 1 棟何百室もあ ろっと思われる学生寮がい
く棟も目に入る。 その一角に隣接して， 量子論の端緒
を聞いたマックスプランクの名を冠した， マックスプ
ランク研究所がある。 ここは西ドイツの素粒子論研究
のセンターで， 日本でいえば京都大学基礎物理学研究
所がこれに対応するだ ろう。 左程大きくはないが， そ
れだけに家族的ななごやかな雰囲気が強〈感じられた。
同時に， この研究所は， 何人かの各国の秀れた大家に
毎年研究所の研究活動についての評価を求めるといっ
たきびしさをも持ち， 研究の熱気にみちていた。 ここ
でも客員宿舎は構内にあった。 それで終日研究討論と
交流の 1週間であった。
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＊ 
もうスペースがなくなったが， 強く感じたことの 1
つを記し結びとしたい。
それは， 今世紀に入ってからも量子論や相対論の認
識を主導した， ヨーロッパの基礎物理学が， ナチズム
と第2 次 世界大戦による荒廃から立直り， 再び＼物質
の深部と時空に関する認識活動を主導しはじめている
という実感である。 そのような 自信と活力とを強〈感
じた。 同時に， ヨーロッノfでも， アメリカ程ではない
にしても， 自国の経済と現国際経済秩序の深刻な危機
の打開を軍備の増 強と文化的豊かさの切リ下げに求め
る傾向の強まりがみられ， その先行きへの不安感も感
じとられた。 先述の “主導回復” も， アメリカでの高
エネルギ一物理学への投資の切り下げに助けられてい
ることも否定できない。 一基礎物理学の発展にとって
平和 と文化的豊かさとが不可欠である一これは多くの
研究者の共感であった。
砂 筆者は， 文部省 短期在外研究員として， 昭和57
年7月11 日から昭和5 7年 8 月3 0日まで約2 ヵ月関
連合王国などヨーロッパ各国に外国出張されたの
で， 特に寄稿を御依頼したものです。
保健管理センターだより
く血
管
髪の毛や爪は別として， 人体のどこかを少しでも傷
つけると出血します。 痛みをほとんど感じない程度の
ちょっとした擦り傷や刺し傷でもすぐに血が出てきて，
あたかも人聞の身体は水浸しならぬ血浸しになってい
るように思われます。 このように身体のすみからすみ
まで血液が行きわたっているのは， 心織から出た太 い
動脈が次第に枝分かれしながら， だんだん細い動脈と
なり， さらに毛細血管となって血液の通り道が全身に
綱の目のように張り巡らされているからです。 そして
必要な酸素やエネルギー源， い ろい ろな抗体や薬物な
どが効率よし あちらこちらへ運ばれて生体が維持さ
れています。 また静脈の側に集まってきた不要な代謝
産物なども大循環や小循環の血管系を通って ， 肝臓や
障 害〉
保健管理センタ一所長 浅 井 亨
腎臓， あるいは肺などで処理されます。 血管系という
のは， 各家庭内に入つでもなおコンセントから次々に
分かれて現代社会を成立させている送電線の網がそっ
くりそのまま交通機関の綱の目になったようなもので
す。
血管系の働きは別段血液の輸送路だけに限られては
いませんが， 近代都市の交通機関と同様に， 脱線， 墜
落という事故や渋滞， 不通という災難がいつ起きるか
分かりません。 すなわち血管外への出血と血管内での
閉塞が問題となります。 後者の場合， 血管の内腔がだ
んだん狭くなっていく場合と他所で生じた血液の塊も
含めて細菌の塊とかイ ボの親戚とかいう何らかの異物
で血管が詰まる場合とあります。 生理的には何かの理
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由で血管に損傷が起きて出血し始めるとすぐに血液が
凝固を開始して自然に止血するような機序が働いてい
ますが， この現象が血管内で起きると血栓となって血
管が閉塞することになります。 血液凝固の仕組みはか
なり複雑ですが10数個の因子の関与の仕方や 条件など，
ほとんど解明されていて， 凝固阻害剤や促進剤が実用
化しています。 ただ血栓の治療や予防にはなるべく血
液の凝固能を悪くしておく方がよいわけですが， 凝固
能が余り下がり過ぎると関節腔内への出血や脳内出血
の危険が生じてきますので抗凝固剤の使用には細心の
注意と医療従事者たちのかなりの時間と労力を必要と
します。
きて， 血行障害を主症状とするレイノ一氏病や類似
の症候群， あるいは中動脈の周囲炎などは除外すると
して， 肺梗塞や腸間膜の梗塞や出血は大騒ぎを引き起
す血管障害ですし， 眼球結膜下出血から眼底出血， 俗
に言う鼻血から動脈溜， 静脈溜の破裂まで， いろいろ
な血管障害が考えられます。 このうち大血管の破裂は
音がするかしないかの論争を引き起す位に即死につな
がりますカ1多くの場合に危険が予測されますので代用
血管でとりかえたり， 本来の血管の外側に様々の補強
工事が行われるようになって， 主要な死因からは遠ざ
かっています。
最近の 日 本社会での国民の死亡原因の上位に癌が目
立ってきていますが， しかし脳卒中と虚血性心疾患こ
とに心筋梗塞を共に血管障害として合せてみれば癌や
交通事故をはるかに越えた最大の死因となります。 そ
こで血管障害の中でも脳卒中と心筋梗塞が特別に重視
きれています。 癌に関しては， インターフェロンやワ
クチンの話が紙上を賑わせ， 種々の化学薬品から中性
子， 中間子が話題となって21 世紀になれば， どうやら
もはや癌は現在の結核ほどにも恐れられない病気にな
りそうです。 しかし血管障害の方は， いろいろなプロ
ジェクトが組まれて地域研究や線溶現象などの研究が
行われていますが， 見通しはまだそれ程明るいとも言
えません。 管外出血にしろ管内閉塞にしろ様々の要因
が複雑に作用していて原因についても不明の部分が多
く， 予防も治療も千差万別で五里霧中の部分があるか
らです。
よし 脳卒中と高血圧， 心筋梗塞と肥満あるいは大
都市管理職との相関関係が言われ， 現実に10数年間，
成人病健診を実施し， 日常生活の指導を精力的に行っ
て地域の疾病情況の改善をもたらした保健婦きんたち
のクループもおられます。 しかし， 食塩の摂取量， 筋
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肉労働の程度， 血清のコレステロールや燐脂質などと
いったものが動脈硬化や高血圧と直接どのような関係
にあるのかは判然としません。 ただ， 血管障害に関し
ては定期健康診断の改善と日常生活の指導がかなり重
要な役を来たすと言えそうです。 しかし， 中年以上の
受診者全員について血液の生化学的検査や心電図など
を行うとなると， 間接撮影による胸部レントゲン写真
などと異なって時間と費用が嵩むので， 特別な予算措
置がない限り実行不可能となります。
個人的に人間ドックに入るのは経済的負担が大きく
なりますが健康や安全を空気と同じようにただで手に
入るものと考えるわけにはいきません。 ただし， ドッ
クは短時間に定食的メニューで多くの検査を施行しま
すので調子が狂ったり具合が悪くなった話とか， 血管
障害を起してそのまま入院が長びいたなどという話を
聞くと尻ごみしたくなるのも人情です。 かと言って，
自己流で何とかしようと思っても出血と梗塞は何だか
相補的で原因， 治療， 予防のいずれの面でも， かなり
の点でお互に相反しているかのようにみえ， 戸惑いを
きたすことになります。 事実， 脳卒中だ， 心筋梗塞だと
言っても， 単に血管の一過性の痩李に過ぎなかったと
考えられることもありますし， 発作が起きたからとて
出血か梗塞かすぐには決められないことが多く， 即座
に止血剤だ， 血管拡張剤だ， 抗凝固剤だとは行きませ
ん。
しかし出血と梗塞に共通する対症療法や看護がある
ように， 丈夫な血管をスムーズに血液が流れる， とい
う基本にたちかえるなら出血であれ， 梗塞であれ， 血
管障害に共通する予防法が考えられます。 ただし そ
の具体的な詳しい内容となると未確立です。 血管障害
を起したく ない， 血管を丈夫に血液をスムーズに， と
願うのなら， 暴飲暴食はもちろん， 美食を慎み， 適宜
な運動をすることです。 それに人生観を変え， タバコ
を止めることです。 その上で血管障害が起きたら諦め
ることになります。
努力して成功するのも， 少しは努力してみるのも，
初めから諦めるのも， それに元来無関心なのも， いず
れも人生でしょう。
砂 次 号の保健管理センターだよりは， 中村 剛
教授による「留年， 休・退学について」を掲載
します。
可EA
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職員サークルの紹介
O手 芸 班
独創性あふれる手作りの作品を完成させた喜びはだ
れしも味っているところで すが， 手芸班では人形作り
を始めとして造花， 刺しゅう， あみもの， 七宝焼等々
の講習会を聞き， 作品づくりに成果を挙げて来ました。
最近では雑事に追われ活動も低調になりましたが，
これから余暇を利用して講習会を聞く予定です。 班員
の方も同好の方も奮って参加し， 個々のセンスを生か
した作品を作ってみてはいかがですか。
なお， 11月上旬に開催されている富山大学教職員文
化展には， 日常生活に趣味と実用を生かしたすばらし
い作品が出品され， 近年では男子教職員の参加が目立
っています。
また， i羊裁同好者が集まって毎週金曜日(12時15 分
～13時）経済学部小会議室で太 田光子先生を招いて洋
裁の指導を受け， 着々と技術 の向上を目ざして頑張っ
ています。
洋裁に興味のある同好の方， 入会希望者は下記まで
連絡ください。 お待ちしています0
・月 謝 1,500 円
・連絡先 経理部 中国節 子 （内線226)
0バドミントン班
スポーツブームと言われる今日このごろですが， 見
るスポーツからするスポーツへと移り変ってきている
ようです。
1873年， イキ、リスのグロスタナト｜バドミン トン村で行
われたゲームにバドミン トンという名が付けられ， そ
の後， バドミン トンはイギリスで発展し， 現在， ヨー
ロッパ， 東南アジ アなどで毎年国際大会が開催される
までになってきました このバドミン トンの面白きの
一つはシャ トルコ ックにあります。 それは， 5 gほど
の重きしかありませんが， そのフライ ト（飛行） は他
の球技には見られないユニークさをもっています。 バ
ドミン トンは一見すると易しそうに見えますが， 高度
の技術， スピード， スタミナが要求され， その奥行は
深いものです。
富山大学教職員バドミン トン班は， 昭和55年度の文
部 省共済組合北陸地区体育大会て、準優勝， 昭和56年，
57年の北陸5 大学教職員バドミン トン大会で， それぞ
れ準優勝の実績をもっており， そのレベルは高いもの
と思っています。
毎日， 昼休みの時間に 多くの方がバドミン トンをし
に体育館に来ています。 どうぞ何かの折に体育館をの
ぞかれ， 自らラケッ トを手に取ってみてください。
・連絡先 附属図書館 池 田 勇（内線629)
Oボーリング班
当， ボーリング班では， 現在班員が（本部 1 名， 人
文・理学部7 名， 教育学部5 名， 経済学部 3 名， 工学
部 2 名， 教養部 4 名）22名です。
学外の大会では， 去る 7月22日に行われた昭和57年
度文部 省北陸地区共同事業体育大会や， 11月20日の富
山共済組合支部ボーリング大会などでは， 班員の少な
い中から出場しておりますが， 出場選手の健闘の結果
上位入賞を果たしております。
また， 学内大会はいつも 多数の参加を得， 和 気あい
あいの中で行われています。
なお， 今年度は 3月に行う予定ですので， 班員の方
のみならず同好の方にも奮って参加し， 優勝あるいは
上位入賞をねらってください。
・連絡先 教育学部 山 田知訓 （内線 368)
＠積雪・凍結時の自動車等の運転は， 極力取り止めるニとに努めましょうグ
＠積雪時は， 構内除雪の障害とならないよう駐車に注意しましょうグ
＠構内での自動車等の運転は， 教育・研究に支障を来さないよう安全運転に
努め定められた交通方法， 歩行者の安全及び騒音防止に努めましょう．グ
可－
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〈改 姓〉
教育学部附属幼稚園
教 諭 中川光栄 旧姓 松田
助 教 授 辰巳昭典
附属幼稚園
教 諭 松田光栄
〈新任者〉
経理部
技術補佐員 中 村 公弘
（計算機センター）
経済学部
助 手 新里泰孝
工学 部
事務補佐員 川島由佳
理学 部
助 手 増田恭次郎
附属図書館
事務補佐員 高田礼子
（悠 理係） 工学 部
助 手 吉村敏章
〈住所変更〉
人文学部
文部事務官 羽広孝司 文 部 技 官 丹 保豊和
教育学部
助 教 授 大石 昂
教養部
文部事務官 新 井 浩
＠暖房器具を使用する時期となり， 火気の取り扱いに十分注意しましょう．グ
＠各室の最後の退室者は， ストーブの消し忘れ， タバコの吸績の後始末を確
認しましょう．グ
＠電気， ガス， 水の節約に努力しましょう。
？』
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主 要 行 事
本 部
12月 1 日 東海・北陸地区内機関聞の人事交流に関す
る打合せ会 （於金沢大学）
第12回学寮補導委員会
3 日 会計係長会議
第 1回富山大学共通第 l次学力試験実施委
員会
7 ～8 日 北陸地区大学課外活動担当者研修会 （於呉
羽ハイツ）
1 0日 第6 回事務協議会
構内交通対策委員会
14日 臨時事務協議会
第2固富山大学共通第1 次学力試験実施委
員会
16 日 第1 回公開講座委員会
第1 回 富山大学廃水処理室運営委員会
第13 回学寮補導委員会
17日 第9 回評議会
2 0日 学務関係事務打合せ会
21 日 授業料等減免選考委員会
国立大学入学者選抜に関する地区連絡協議
会（於名古屋大学）
24日 第14回学寮補導委員会
28 日 御用納め
文理学部
12月24日 授業終了
12月1 5日 教授会
21 日 真率会役員会
22日 人事教授会
22 日 教授会検討委員会
学部将来計画委員会
24日 授業終了
教育学部
12月 2 日 教育学部教育実習運営協議会
4 日 附属養護学校新入学児童・生徒合格発表
6 日 教育実習検討委員会
8 臼 閉回路テレビシステム運営委員会
13 日 附属幼稚園新入園児合格発表
14日 入試方法研究委員会
1 5日 学部教務委員会
教授会
18 日 附属幼稚園第2 学期終業式
21 日 学部補導委員会
22 日 人事教授会
授業終了
附属小学校第2 学期終業式
附属中学校第2 学期終業式
23 日 附属養護学校第2 学期終業式
｜経済学部｜
12月 2 日 拡大教務委員会
8 日 人事基準検討委員会
9 日 経済学会運営検討委員会
1 0日 助手室業務運営委員会
15 日 学部教務委員会
人事教授会
教授会
22日 学部職業補導委員会
円ふ
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12月15 日 学部教務委員会
教授会
人事教授会
21 日 真率会役員会
24 日 授業終了
工 学 部
1 2月6 日 学部教務委員会
i�交会役員会
8 日 教授会
研究科委員会
9 日 学部図書委員会
事務連絡会議
15 日 事務 連絡会議
22 日 昭和58年度大学入学者選抜共通第l次学力
試験監督者説明会
25 日 授業終了
教 養 部
12月 l 日 教授会
8 日 補導委員会
15 日 予算委員会
22 日 教授会
25 日 内地 ・ 在外研究員に関する委員会
14 -
報 第230号
｜附属図書館
1 2月 6 日 商議会
13 日 商議会
15 日 係長事務打合せ会
トリチウム科学センター
12月16 日 第4 回トリチウム科学センター運営委員会
専門委員会
従事者の健康診断
｜保健管理センター｜
12月 9 日 保健管理センタ一運営委員会
｜経営短期大学部｜
12月 9 日 第3 回入学者選抜学力試験委員会
16 日 第4固入学者選抜学力試験委員会
22 日 第1 5 回教授会
23 日 授業終了
編 集 富山大学庶務部庶務課
富山市五福3 1 9 0 
印刷所 あ け ぼ の 企 画
富山市曙町9 - 1 
電話（33) 356肋
